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李
氏のコ
lネル
大学訪
問一
登極記
念
科学
後術研
究所」

は以
前か
ら計画
され
て
いた一
の開所
式に
招かれて出席
す

もの
で、
当初十二
月に
行く一
る。
李氏は一
九六五年に
同

予定だっ
たが、
健康上の
理一大学に
留学、
六八年に
農業

留か
ら延期してい
た。
コ
i一
程帝
博士号を
取得した。

ネル
大学に新
設される「李一

クリ
ント
ン
前政権も
李氏

ブ
ッ

シ
ュ

政
権

ビ

ザ

発

給

へ

【台北
幻自
H矢島錦司｝
関係
筋が二
十七日
明らかにしたとこ
ろに
よると一
台

湾の前総統、
李
登輝氏が今
春、
母佼の米コ
ーネル
大学を再訪
することが固
まっ

た。
プッ
シュ
新政権もすでに
李氏に入国ピ
ザ
を発給
する方針を固
めており、一李

氏の
訪米が確
実となっ
た。
京都大
学が母校でもある李氏は、
か
ねて日本訪問
を

強く待望して
おり、
総統退任後初の
訪米が実現すれ
ば、
訪日の
問題にも影響を

与えそうだ。

の私
人とし
ての
訪米を受f

入れる
意向だっ
たが、
プ山ザ

シュ
新政権
は、
より
積極的時

にピザ
を発給
する方針とわ

う。
同
筋に
よれ
ば、
父
の

ア川J
シュ
元大統領
が
－九

今月
一
吉

茶
葉信
式

へ
の出席
を
打診したが、
李

氏の
方で、
体
調とワシン
ト

ンの厳冬の
気
候を考慮し、

辞退してい
た。

李
登輝氏は昨
年五月に
台

湾の総統退
任
後、

叶則口

影

響

野県で開かれ
た日
台シン
ポヨ斗引内討リヨ

・
ヴォ
l
ラ
ム」
に
出
席
の
椅

望
を蛋明し、
ピ
ザ串簡を検

；し
たが、
包本
政
府が中国

の朱舘基首
相の
訪日の直
後

でも
ありパ
受け入れ困難の

窓向を伝えていたた
め、
見

送っ
た。
李
氏
は
昨
年
十一

月、
台湾で心
臓
冠状動脈挟

窄
症
を
治
療
する
手
術
を受

け、
術後の経過は
順調とさ

れるが、
幸
氏一周
辺筋に
よる

と、
事後の経過
処
置の
問題

も
あり、
日本での
再治療を

兼ね
て、
今春に
も
白本訪問

を実現させたい
考え。

日本
政府は
これ
まで中国一

の
強い
反対を受け、
李
氏へ一

の
ピザ発給に
慎重
な
姿努を一

とっ
て
きたが、
米国が
発給一

し、
訪日も健
康よの
理由が一

主
で
あるとなれ
ば、
次回も一

拒
否
す
るの
は困
難
と
み
ら一

れ、
私
人とし
て受け入れる一

方
向が
強まりそ
うだ。
在一京一

外
交筋に
よると訪日は訪米一

後の
可能性が強い
とい
う。一

李
氏は退任後、
すでに
英国一

と
チェ
コを訪問し
てい
る。一

李
登輝氏は総統
在任中の一

九
五
年六月、
コ
l
ネル
大学一

を
非公式訪
問し
たが、
中国一

が
強く
反発、
台湾海
峡での一

ミサ
イル
危機に
まで発
展し一

た
こ
とがある。
李氏
を中国一

分離主
義者と非躍する中
国一

政
府は
その後、
い
か
なる形一

での
訪
巴にも反対すると緑一

り
返し
表
明、
日本
政
府に
圧

力を加
え続けてきた。
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